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選　

評

　

伊
藤　
　

涼
（
文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
＝
平
成
二
十
八
年
度
）

　
　

何
晏
の
政
治
観
―
玄
学
萌
芽
を
考
え
る
た
め
に
―

　

本
稿
が
、
学
部
学
生
の
卒
業
論
文
と
し
て
、
優
れ
て
意
欲
的
に
取
り
組

ん
だ
結
果
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
喜
び
た
い
。
卒
業
論

文
が
本
稿
の
よ
う
な
水
準
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
『
國
學
院
雜
誌
』
懸
賞

論
文
の
企
図
と
も
一
致
す
る
点
で
、
本
稿
は
、
充
分
に
評
価
で
き
る
労
作

と
言
え
よ
う
。
そ
の
論
証
は
、
資
料
を
丹
念
に
挙
げ
読
解
を
積
み
重
ね
る

着
実
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、思
索
を
加
え
る
第
一
歩
で
あ
り
、

こ
の
部
分
に
不
安
が
あ
る
も
の
も
多
い
中
、
本
稿
は
注
意
深
く
読
み
進
め

て
い
る
こ
と
に
好
感
を
持
つ
。
加
え
て
、
卒
業
論
文
で
は
欠
き
が
ち
な
先

行
研
究
へ
の
視
線
も
備
え
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
、
誠
に
穏
当
な
姿
勢
で

あ
る
こ
と
は
、
評
価
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
問
題
提
起
以
前
の
前
提
に
、
疑
義
無
し
と
は
し
な
い
。
何
晏

の
存
在
を
玄
学
の
萌
芽
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
、
異
論
を
持
つ
者
は

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
が
「
玄
学
家
」
で

あ
っ
た
り
思
想
家
で
あ
っ
た
り
す
る
必
然
は
な
い
。
筆
者
は
、「
何
晏
の

学
生
懸
賞
論
文
発
表

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　

佳
作

　
　

伊
藤　
　

涼
（
文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
）

　
　
　

何
晏
の
政
治
観
―
玄
学
萌
芽
を
考
え
る
た
め
に
―

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選
＝
本
誌
７
月
号
掲
載
＝

　
　

髙
倉
明
樹
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　
　

朝
顔
の
花
手
折
る
薫

　
　
　
　

―
『
源
氏
物
語
』「
宿
木
」
巻
「
今
朝
の
ま
の
」
の

　

独
詠
歌
を
視
点
と
し
て
―

　

佳
作

　
　

細
田　

博
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
一
年
）

　
　
　

鯰
絵
馬
に
込
め
ら
れ
た
病
平
癒
に
つ
い
て

　
　

小
菅
あ
す
か
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　
　
『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
の
最
後
の
手
紙

―
「
白
き
唐
の
紙
四
五
枚
」
と
〈
連
作
〉
が
示
す
も
の
―

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）
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細
田　

博
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
一
年
＝
平
成
二
十
八
年
度
）

　
　

鯰
絵
馬
に
込
め
ら
れ
た
病
平
癒
に
つ
い
て

　

本
論
文
は
、
鯰
絵
馬
の
意
味
内
容
を
検
討
し
、「
鯰
」
の
表
象
的
機
能

に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

鯰
は
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
前
半
以
降
、
地
震
と
結
び
つ
い
て

語
ら
れ
、
日
本
を
地
震
か
ら
守
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
。

一
七
五
三
年
上
演
の
歌
舞
伎
「
暫
」
に
お
い
て
、
地
震
を
語
る
鯰
坊
主
が

登
場
、
つ
い
で
、
安
政
二
年
十
月
二
日
（
一
八
五
五
年
十
一
月
十
一
日
）

の
安
政
江
戸
地
震
の
直
後
か
ら
、
錦
絵
「
鯰
絵
」
が
出
版
さ
れ
て
流
布
し
、

鯰
と
地
震
と
の
関
係
が
周
知
さ
れ
て
い
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

鯰
は
、「
癜
病
」
す
な
わ
ち
皮
膚
病
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

論
者
は
、
鯰
絵
馬
に
つ
い
て
、
静
岡
県
、
岐
阜
県
、
奈
良
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
福
井
県
、
兵
庫
県
、
三
重
県
、
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
徳
島
県
、

広
島
県
、
山
口
県
、
佐
賀
県
、
大
分
県
、
長
崎
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
、

鹿
児
島
県
、
計
19
府
県
の
寺
社
（
地
蔵
を
含
む
）
計
59
件
を
実
地
調
査
し
、

か
つ
、
各
地
域
の
鯰
に
ま
つ
わ
る
民
話
、
伝
説
、
俗
信
を
網
羅
的
に
収
集

し
て
分
類
し
、
絵
馬
の
形
態
、
鯰
の
表
現
、
祈
願
の
内
容
な
ど
を
、
史
料

に
も
と
づ
き
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。
実
地
調
査
地
域
が
中
部
か
ら
西
日

思
想
書
」
と
し
て
、
当
該
の
『
論
語
集
解
』
を
扱
い
た
い
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
結
論
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
人
を
選
ぶ
」
と
は
、
果
た
し
て
「
思
想
」

た
り
得
る
か
、
そ
の
疑
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

立
場
と
し
て
は
、
玄
学
す
ら
「
思
潮
」
と
し
て
論
じ
る
位
置
付
け
も
あ

り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、「
人
を
選
ぶ
」
と
は
、
見
解
・
視
点
・
提
言
の

次
元
で
あ
っ
て
、
本
対
象
の
よ
う
に
、『
論
語
』
に
付
随
す
る
形
式
を
取

ら
ざ
る
を
得
な
い
古
代
の
学
問
的
見
解
を
、「
思
想
」
と
し
て
論
じ
る
に

急
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
集
解
』
の
宿
命
的
性
格
と

も
言
え
る
「
雜
纂
」
性
、
す
な
わ
ち
、
何
晏
等
編
纂
者
以
外
に
、
前
時
代
・

他
者
の
見
解
を
も
包
含
せ
ざ
る
を
得
な
い
注
釈
書
の
扱
い
は
、
慎
重
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
先
行
研
究
を
挙
げ
て
、
そ
の
弱

点
の
補
強
を
試
み
て
は
い
る
が
、
い
か
に
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る
に
せ

よ
、
こ
の
基
本
的
性
格
は
容
易
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　

今
後
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
何
晏
自
身
が
処
刑
さ
れ
る
災
禍
を
招
く
よ

う
な
、
当
時
の
社
会
的
背
景
の
中
に
こ
の
言
説
を
還
元
し
て
も
、
妥
当
と

思
わ
せ
る
よ
う
な
理
解
が
提
案
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
問
題
を

扱
う
に
は
、
日
本
よ
り
も
中
国
で
の
豊
富
な
研
究
成
果
に
言
及
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
を
指
摘
し
て
お
く
。
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本
に
限
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
緻
密
な
分
析
に
よ
る
結
果
は
、
今
後
、

他
地
域
の
実
地
調
査
を
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
指
針
と
な
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、絵
馬
と
史
料
の
精
緻
な
調
査
と
綿
密
な
分
析
の
結
果
、

論
者
は
、
鯰
絵
馬
の
約
7
割
（
84
件
）
は
、
皮
膚
病
の
治
癒
祈
願
で
あ
る

こ
と
を
突
き
止
め
た
。
そ
の
皮
膚
病
は
「
癜
病
」
と
呼
称
さ
れ
、
訓
読
み

で
は
鯰
と
同
じ
く
ナ
マ
ズ
と
称
し
、
病
状
と
し
て
は
、
鯰
に
類
似
し
た
白

色
、
な
い
し
は
暗
色
の
斑
点
が
不
規
則
に
、
頸
、
胸
部
、
脇
の
下
な
ど
に

広
が
る
。
こ
の
「
な
ま
ず
肌
」
は
痛
み
や
痒
み
は
と
も
な
わ
な
い
も
の
の
、

と
く
に
女
性
に
は
大
い
な
る
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
た
め
、
化
粧
の
手
引
書

に
も
治
療
法
の
記
載
が
あ
る
と
い
う
。「
は
や
り
病
」
で
あ
る
天
然
痘
（
疱

瘡
）、
麻
疹
、
水
疱
瘡
（
水
疱
）
な
ど
の
よ
う
に
、
日
常
的
に
体
験
す
る

皮
膚
病
の
ひ
と
つ
と
し
て
忌
避
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。

　

本
論
文
は
、
従
来
の
「
鯰
＝
地
震
」
と
い
う
表
象
構
造
に
対
し
、
民
間

信
仰
レ
ヴ
ェ
ル
の
表
象
体
系
が
あ
っ
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
り
、

綿
密
な
実
地
調
査
と
史
料
研
究
に
も
と
づ
く
大
き
な
成
果
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
、「
鯰
」
が
と
も
に
そ
の
表
象
と
な
っ
た
地
震
と
癜
病
と
の
相

関
関
係
に
つ
い
て
は
、
原
因
不
明
の
癜
病
が
、
突
如
と
し
て
襲
う
地
震
へ

の
「
恐
怖
」
に
通
じ
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
が
、
よ
り

詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
癜
絵
馬
と
鯰
絵
に
関
す
る
さ
ら
な
る
研

究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

　

小
菅
あ
す
か
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
＝
平
成
二
十
八
年
度
）

　
　
『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
の
最
後
の
手
紙

―
「
白
き
唐
の
紙
四
五
枚
」
と
〈
連
作
〉
が
示
す
も
の
―

　

小
菅
あ
す
か
論
文
は
、『
源
氏
物
語
』「
須
磨
」
巻
に
お
い
て
、
須
磨
に

流
謫
し
た
光
源
氏
と
、
斎
宮
と
し
て
伊
勢
へ
下
向
し
た
娘
に
付
き
添
っ
た

六
条
御
息
所
と
が
交
わ
し
た
手
紙
の
特
徴
か
ら
、「
互
い
の
境
遇
を
共
感

し
合
う
も
の
」
と
す
る
従
来
の
論
に
対
し
て
、
独
自
の
解
釈
を
付
与
し
た

点
が
評
価
で
き
る
。

　

光
源
氏
が
須
磨
か
ら
送
っ
た
伊
勢
の
六
条
御
息
所
へ
の
手
紙
の
内
容
は

省
か
れ
て
い
る
が
、
六
条
御
息
所
か
ら
は
返
信
の
形
で
、
和
歌
二
首
を
含

む
手
紙
が
「
白
き
唐
の
紙
四
五
枚
ば
か
り
」
に
書
か
れ
て
、
光
源
氏
の
も

と
に
届
く
。
そ
の
消
息
文
に
対
し
て
、
光
源
氏
も
、
和
歌
二
首
を
含
む
手

紙
を
伊
勢
へ
と
送
る
。

　

こ
う
し
た
消
息
文
の
遣
り
取
り
の
中
か
ら
、
小
菅
論
文
は
、
手
紙
の
形

式
・
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
点
に
絞
っ
て
検
証
を
試
み
る
。
①
〔
白

い
紙
〕
に
六
条
御
息
所
が
返
信
を
認
め
た
理
由
。
②
〔
唐
の
紙
〕
を
選
ん

だ
意
図
。
③
〔
四
五
枚
ば
か
り
〕
と
紙
の
枚
数
が
示
さ
れ
る
理
由
。
④
〔
手

紙
中
の
和
歌
の
〈
連
作
〉〕
の
意
図
。
以
上
の
視
点
か
ら
、
須
磨
の
光
源

氏
に
送
っ
た
、
六
条
御
息
所
の
手
紙
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
読
み
取
っ
て
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の
手
紙
は
、「
思
ひ
や
れ
」
と
い
う
語
句
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
光
源
氏

の
愛
へ
の
希
求
で
あ
り
、
恋
に
苦
悩
し
続
け
る
「
わ
が
身
」
へ
の
理
解
を

求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

　

丁
寧
な
読
み
に
よ
っ
て
、
従
来
の
論
の
不
足
を
補
お
う
と
す
る
姿
勢
が

あ
り
、
そ
の
目
指
す
成
果
も
認
め
ら
れ
評
価
で
き
る
。
た
だ
し
〈
連
作
〉

と
い
う
概
念
が
充
分
に
は
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
、
先
行
研
究
と
の
差
異

が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
点
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
更
な
る
研
究
の

進
展
を
望
み
た
い
。

い
く
。

　

①
〔
白
い
紙
〕
に
つ
い
て
は
、
光
源
氏
が
玉
鬘
に
送
っ
た
「
胡
蝶
」
巻

で
の
手
紙
を
初
め
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
中
の
十
二
例
の
〔
白
い
紙
〕
の

手
紙
を
検
証
し
、
そ
こ
に
は
「
送
り
手
に
よ
る
懸
想
心
を
隠
そ
う
と
す
る

心
情
が
表
出
」
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
②
〔
唐
の
紙
〕
の
選
択
は
、
光

源
氏
の
朧
月
夜
へ
の
手
紙
を
初
め
、『
源
氏
物
語
』
内
に
あ
る
十
一
例
を

確
認
す
る
こ
と
で
、「「
唐
の
紙
」
に
は
、
受
け
手
の
心
情
を
慮
っ
て
、
こ

ち
ら
も
格
別
な
配
慮
を
示
そ
う
と
い
う
送
り
手
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い

る
」
と
説
く
。
③
〔
四
五
枚
ば
か
り
〕
と
の
紙
数
の
明
示
に
つ
い
て
は
、

『
源
氏
物
語
』
内
で
手
紙
の
紙
の
枚
数
が
示
さ
れ
る
の
は
、
当
該
場
面
と
、

明
石
の
入
道
の
一
族
へ
の
遺
書
と
、
柏
木
の
遺
書
と
の
三
例
の
み
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
六
条
御
息
所
の
手
紙
は
、
他
の
二
例
の
よ
う
な

遺
書
で
は
な
い
が
、「
書
き
手
の
並
大
抵
で
は
な
い
苦
悩
や
切
実
な
思
い

が
複
数
枚
と
い
う
分
量
に
表
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
④
〔
手
紙
中
の
和

歌
の
〈
連
作
〉〕
に
つ
い
て
は
、『
蜻
蛉
日
記
』『
栄
華
物
語
』
の
例
や
、『
源

氏
物
語
』
の
柏
木
の
遺
書
や
、
死
を
連
想
さ
せ
る
浮
舟
の
〈
連
作
〉
な
ど

か
ら
、
当
該
場
面
で
の
六
条
御
息
所
の
〈
連
作
〉
を
含
む
手
紙
は
、
遺
書

に
準
ず
る
内
容
の
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
と
説
く
。

　

以
上
の
四
点
か
ら
の
論
述
の
上
に
、
六
条
御
息
所
が
詠
ん
だ
全
十
一
首

の
和
歌
全
体
の
内
容
を
確
認
し
、
改
め
て
〈
連
作
〉
を
含
む
六
条
御
息
所

　

平
成
二
十
九
年
度　

國
學
院
雜
誌
学
生
懸
賞
論
文
募
集

一
、
応
募
資
格
：
第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
生
・
別
科
在
籍
者
）

　
　
　
　
　
　
　

第
二
部
門
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

一
、
枚　
　

数
：
四
〇
〇
字
詰
四
〇
枚
～
五
〇
枚
以
内

一
、
テ
ー
マ
：
題
目
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

但
し
、
未
発
表
学
術
論
文
に
限
る
（
卒
業
論
文
も
可
）

一
、
締
切
日
：
平
成
三
十
年
三
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

一
、
入　
　

選
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
五
万
円
）

　
　

佳　
　

作
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
三
万
円
）

　
　
　

詳
し
く
は
本
誌
表
紙
裏
面
を
参
照


